
資料１

「新潟県観光振興財源あり方検討会」について

1



観光振興財源のあり方検討に至った背景

○ 「新潟県観光立県推進行動計画※」（令和７年３月改定）において、観光振興に係る財源の
あり方について、３年を目途に一定の方向性を整理することを明記。
※県の観光振興施策を総合的かつ計画的に実施するため、「新潟県観光立県推進条例」に基づき策定

（新潟県観光立県推進行動計画から抜粋） 2



観光振興財源あり方検討の流れ

3

〇 令和７年度は市町村ヒアリングや事業者を対象としたアンケート等を実施。
〇 ２年目となる令和８年度は、本検討会を設置し、観光振興財源のあり方の方向性を整理。

（新潟県観光立県推進行動計画から抜粋）

本検討会ではここまで議論



観光振興財源あり方検討会の設置
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観光振興財源あり方検討会のスケジュール
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本検討会で報告書を取りまとめ、県へ提出（令和９年２月頃）

回 開催時期 内容（予定）

第１回
（今回）

令和８年９月１日 ・観光振興財源あり方検討会について
・本県観光の現状について
・本県観光の課題と対応について

第２回 令和８年11月頃 ・新たな財源を必要とする財政需要について
・財政需要を踏まえた財源確保策について
・新たな財源に関する留意点について

第３回 令和９年２月頃 ・観光振興財源のあり方・方向性の取りまとめ
について（県への報告書案）

〇 令和８年度に３回程度開催し、観光振興財源のあり方・方向性を取りまとめ、県へ報告書を
提出。

報告書を踏まえ、県が新たな観光振興財源の仕組み等を検討（令和９年度以降）

（以下、参考）



【参考】主な他県の検討会等の進め方
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共通する項目

北海道 福岡県 宮城県 長野県 大分県

会議名
北海道観光審議会
観光振興に係る新たな財源確保に向けた検討部会

福岡県観光振興財源検討会議 宮城県観光振興財源検討会議
長野県観光振興審議会
長野県観光振興財源検討部会

大分県観光振興財源検討会議

開催時期 平成29年８月～平成30年２月（全４回） 平成30年７月～11月（全４回） 平成30年10月～令和２年１月（全９回） 令和５年10月～令和６年３月（全５回） 令和７年５月～令和８年３月（全５回）

第１回 (1)北海道観光の現状と課題について (1)福岡県観光の現状・課題 (1)宮城県の観光の現状について (1)長野県観光の現状・課題 (1)大分県の観光の現状について
　①北海道観光の現状 　①福岡県観光振興指針について 　・各種統計資料等 　・各種統計資料等 　・各種統計資料等
　（入込、消費額等統計資料） 　②福岡県観光の現状と課題 (2)宮城県の観光振興に向けた施策の方向性 (2)長野県の観光振興施策の方向性 (2)大分県の観光施策の方向性について
　②北海道観光の課題と施策の方向性 　・入国外国人数の状況・延べ宿泊者数の状況 　・これまでの取組み 　①これまでの観光振興の取組 　・日本一のおんせん県おおいたツーリズム戦略

　 (2)北海道観光に必要な施策・使途について 　・観光消費額の状況　・観光客のニーズ 　・第４期みやぎ観光戦略プラン 　②しあわせ信州創造プラン3.0について 　　（2025～2027）
　①他自治体における観光振興に係る財源確保 　・観光客の受入施設等の意見 　・５年後に目指す本県観光の姿 　③R5長野県観光振興アクションプランについて 　・観光関連事業者との意見交換会等での意見

　・更なる観光客増加に向けた県内の動向 　・宮城県の観光関連予算 　④R5の主な取組について 　・新たに必要となる観光振興施策について
　・国際会議の開催状況 　・復興基金及び東北観光復興対策交付金 (3)観光振興財源確保の必要性
　③現在の取組みと財政状況 (3)宮城県の財政状況 　(1)(2)を踏まえた財源確保の必要性
(2)福岡県の観光振興に向けた施策の方向性
　・観光指針に基づく現状の取組み
　・本県の財政状況

第２回 (1)必要な施策・使途の決定と施策に要する (1)福岡県の観光振興に必要な施策 ・事業関係者からの意見聴取について (1)本県が目指す観光振興財源の方向性 (1)観光振興の財政需要について
　 事業イメージ・規模について 　①他地域における観光振興施策の事例 　→７団体（市町村、観光・経済団体） 　・財源確保の前提となる基本的な考え方 　・観光振興施策の現状、新たな財政需要
　①施策の展開について 　②福岡県の観光振興に必要な施策 　・考えられる施策（たたき台） (2)観光振興のための財源について
　②施策を実行するための事業例・イメージ (2)観光振興財源確保策の比較検討 (2)財源確保策の比較検討 　・負担を求めるにあたっての考え方
(2)予算確保の手法について 　①地方自治体の収入の種類 　・地方自治体における自主財源の種別 　・他自治体での観光振興財源導入事例
　①地方自治法で定められている収入確保策と 　②地方自治体の自主財源 　・自主財源確保策の取組事例 　・課税の客体・財源種別の検討
　　他自治体事例について 　③他の地方自治体における自主財源確保事例 (3)宿泊事業者との意見交換会結果について
　②財源確保策のあり方について

第３回 (1)予算確保方法と制度設計の議論 (1)福岡県の観光振興に必要な施策について ・事業関係者からの意見聴取について (1)観光財源を活用して今後取り組む必要のある (1)新しいおおいた共創会議における市町村意見
(2)中間取りまとめ 　①観光振興財源導入による競争力への影響 　→８団体（観光関係団体、宿泊・交通事業者） 　 観光施策例及び財政規模 　①観光振興を進める上での課題
　（パブコメ・地域意見交換会の実施） 　②福岡県の観光振興に必要な施策 (2)観光動向への影響 　②特定財源確保についての考え方

　　（県・市町村の役割分担等） (3)税の制度設計（宿泊税) 　③仮に宿泊税導入の場合、市町村で導入か
(2)観光振興財源確保策のあり方について 　　県一括で導入か。又は導入すべきでないか。
　・観光振興財源確保策の比較検討 (2)宿泊税の制度設計における先行事例、論点整理
　・宿泊税の制度設計 　・課税対象、税率、免税点、課税免除

第４回 答申(案)の議論、決定 (1)報告書(案)に対するパブコメ結果 ・関係事業者からの意見聴取について 中間とりまとめ（報告書案） (1)報告事項
(2)報告書(案) 　→５事業者（沿岸部等の観光施設・宿泊事業者） 　・地域における意見交換について

　・宿泊事業者向けアンケートについて
　・市町村における財政需要
　・とりまとめ案骨子
(2)宿泊税の税制・運用について

第５回 (1)観光振興施策に関する意見・課題等 報告書（案）
　・関係事業者からの意見聴取の概要
　・観光振興施策に関する委員からの意見
(2)観光振興施策の今後の方向性
　・観光振興の課題への対応策（案）
　・観光振興に必要な取組イメージ（案）

第６回 (1)観光をとりまく現状と財源検討の必要性
(2)観光振興施策の事業規模（案)
　・宮城県の観光が目指す姿
　・観光振興策の実施主体毎の役割分担
　・観光振興策の宮城県の役割　等
(3)観光振興財源の比較検討

第７回 (1)財源確保の在り方に関する関係者からの
　 意見聴取について
(2)財源確保の在り方の検討について
　・事業規模（案）
　・財源活用イメージ（案）

第８回 とりまとめ案
第９回 (1)パブコメ結果

(2)報告書（案)
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